鎌倉市公会堂等建築改良工事費補助金交付取扱要綱
(目的)

第1条　この要綱は、本市内の自治会、町内会等の住民組織が当該住民の集会等に利用する公会堂等の建築又は改良に係る工事に対する補助金の交付について、必要な事項を定め、もつて自治会、町内会等の健全なる運営を図ることを目的とする。

(定義)

第2条　この要綱において、「公会堂等」とは、前条の住民組織が管理及び運営を行い、当該住民の集会等に利用する施設をいう。

 (補助金の交付対象団体)

第3条　補助金の交付対象団体は、地域の自治会、町内会及びこれと同等の機能を持つ団体又はその連合会とする。

(補助金の交付対象事業)

第4条　補助金の交付対象事業は、次に掲げる公会堂等の建築又は改良に係る工事(以下「建築改良工事」という。)とする。

(1)　新築、増築又は改築に係る工事(電気、ガス及び衛生給排水の各工事を含む。)

(2)　消防法(昭和23年法律第186号)に基づく消防用設備等の設置に係る工事

(3)　鎌倉市水洗便所改造等の資金助成条例(昭和46年6月条例第3号)の適用を受ける便所の改造等に係る工事

(4)　建物の付帯としての冷暖房設備又は環境への負荷を軽減する設備の設置等に係る工事

(5)　インターネット回線整備に係る工事
(6)　その他維持修繕に係る工事
(7)　前各号に掲げるもののほか市長が特に認めた工事

2　前項の規定にかかわらず、次に掲げる工事については、補助金の交付対象事業としない。

(1)　国等の補助金交付対象となる工事
(2)　解体撤去及び整地に係る工事

(3)　門、囲障、敷地内の通路等外構整備に係る工事(通路に高齢者、身体障害者等が円滑に移動するために必要な措置を講ずる工事を除く。)

(4)　倉庫等別棟の建築に係る工事
(5)　建築改良工事に要する費用の額が100,000円未満のもの（前項第５号を除く）

(補助金の額)

第5条　補助金の額は、10,000,000円を超えない範囲内で、現に建築改良工事に要した費用の額から次に掲げるものを控除した額に1／2を乗じて得た額以内とする。ただし、国登録有形文化財に登録されている場合については、現に建築改良工事に要した費用の額から次に掲げるものを控除した額に2／3を乗じて得た額以内とする。
(1)　特定財源(企業、個人等からの特定の寄附をいい、当該補助金の交付対象団体に属する者からの寄附を除く。)

2　前項の規定により算出した額に1,000円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てるものとする。
(補助金の交付申請）
第6条　補助金の交付を受けようとする団体（以下「申請者」という。）は、公会堂等建築改良工事費補助金交付等申請書（第１号様式）に、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める書類を添えて、建築改良工事の着工前に市長に提出しなければならない。

(1)　第４条第１項第１号に掲げる工事

ア　公会堂等建築改良工事予算書（第２号様式）

イ　設計図（平面図、立面図、配置図等をいう。以下同じ。）

ウ　施工場所の位置図

エ　仕様書の写し

オ　建築確認通知書の写し（建築確認を要しない場合を除く。）

カ　契約書の写し

キ　見積書（見積金額が1,300,000円を超える場合は２者以上から徴した見積書とする。以下同じ。）の写し

ク　現況写真

ケ　管理及び運営を行つている事実が確認できる書類

コ　その他市長が必要と認めた書類

(2)　第４条第１項第２号から第７号までに掲げる工事

　 ア　公会堂等建築改良工事予算書（第2号様式）

　 イ　設計図

　 ウ　施工場所の位置図

　 エ　見積書の写し

　 オ　現況写真

　 カ　管理及び運営を行つている事実が確認できる書類

　 キ　その他市長が必要と認めた書類

2　申請者は、前項の申請書を提出する前に事業計画について、市長と協議しなければならない。
3　第４条第１項第１号に規定する工事に係る補助金の交付については、公会堂等建築改良工事費補助金概算払申請書(第3号様式)により、概算払いとすることができる。
(補助金の交付決定)

第7条　市長は、前条第1項の交付申請があつたときは、当該申請に係る書類の内容の審査及び必要な調査を行い、補助金額及び交付の決定をするものとする。
2　前条第３項の規定により概算払いの申請があったときは、その内容が適当と認めるときは、補助金を概算払いするものとする。

 (決定の通知)

第8条　市長は、補助金の交付の決定をしたときは、公会堂等建築改良工事費補助金交付等決定通知書(第4号様式)により、申請者に通知するものとする。

(補助の条件)

第9条　補助金の交付の決定を受けた団体(以下「補助事業者」という。)は、次の条件を守らなければならない。

(1)　補助金の交付対象事業となつた建築改良工事を行つた公会堂等(以下この条におい
て「補助対象公会堂等」という。)を市が主催する行事等に使用する場合は、無料とすること。

(2)　補助対象公会堂等を本来の機能を損なわないように使用すること。

(3)　補助対象公会堂等を住民組織の活動に使用していないときは、住民組織の活動に支
障のない限り、地域のまちづくりの拠点として当該住民組織に属する者以外のものに積極的に利用させること。

(4)　災害発生時には、当該住民組織に属する者以外のものにも補助対象公会堂等を利用さ
せること。 
(建築計画の変更等)

第10条　申請者又は補助事業者は、補助金の交付申請書の提出後又は交付決定の通知を受けた後に、建築改良工事の計画を変更しようとするときは、公会堂等建築改良工事費補助金交付等変更等申請書(第5号様式)に、必要な書類を添えて、市長に提出しなければならない。
２　前項の規定は、第７条第２項の規定により補助金を概算払いしたときに準用する。この場合において、前項中「申請者又は補助事業者」とあるのは「概算払いを受けた補助事業者」と、「補助金の交付申請書の提出後又は交付決定の通知を受けた後」とあるのは「補助金の交付を受けた後」と読み替えるものとする。

３　市長は、前２項の規定により変更申請があつたときは、変更内容の審査及び必要な調査を行い、その適否について公会堂等建築改良工事費補助金交付等決定通知書(第4号様式)により、申請者又は補助事業者に通知するものとする。この場合において、概算払いを受けた補助事業者は、概算払い額と変更後補助額に差額があるときは、その差額を返納しなければならない。
(工事完了届)

第11条　補助事業者は、申請を行った年度内に当該建築改良工事を終了させ、翌年度の４月30日までに公会堂等建築改良工事完了届(第6号様式)に、次に掲げる書類を添えて、市長に提出しなければならない。

(1)　公会堂等建築改良工事収支決算書(第7号様式)

(2)　当該建築改良工事が完了したことを確認できる写真

(3)　当該建築改良工事に要した費用に係る領収書の写し

(補助金の交付)

第12条　市長は、前条の規定による届出があつたときは、その内容を審査し、補助金を交付するものとする。
２　概算払いを受けた補助事業者は、前項の規定により確定した補助金額が第７条第２項の規定により概算払いを受けた金額を下回る場合、その差額を返納しなければならない。
(財産処分の制限)

第13条　補助金の交付を受けた団体は、当該補助金により建築改良工事を行つた施設を、

市長の承認を受けないで、当該補助金の交付の目的に反して使用し、譲渡し、交換し、

貸し付け、担保に供し、又は取り壊してはならない。ただし、補助金の交付を受けた団

体が交付を受けた補助金の全部に相当する金額を市に納付した場合又は補助金の交付の

決定を受けたときから起算して、第４条第１項第１号の工事に係る補助金にあつては24

年、同項第２号から第７号までの工事に係る補助金にあつては５年を経過した場合は、

この限りではない。

 （補助金の交付決定の取消等）

第14条　市長は、補助事業者が、次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、補助金

の交付の決定を取り消し、又は既に交付した補助金の全部又は一部を返還させることが

できる。

(1)　偽りその他不正な手段によつて補助金の交付の決定を受けたとき。

(2)　補助金を他の用途に使用したとき。

(3)　補助金の交付の決定の内容又はこれに付した条件に違反したとき。

(4)　補助事業を中止し、又は廃止したとき。

(5)　補助事業の施工について、不正な行為が認められたとき。

(6)　前条の規定に違反したとき。

(補助金の返還)

第15条　市長は、補助事業者が前条の規定による補助金の交付の決定の取消しを受けたときは、補助金の全部又は一部を返還させることができる。
 (適用除外)

第16条　この要綱による補助金以外の補助金等又は助成金等を受けることとなる建築改良工事については、この要綱の規定を適用しない。

(その他の事項)
第17条　前各条に定めるもののほか、この要綱による補助については「鎌倉市補助金等に係る予算の執行に関する取扱要綱(昭和41年2月告示第23号)」に定めるところによる。
付　則

(施行期日等)

この要綱は、令和２年２月10日から施行する。

付　則
この要綱は、令和３年４月１日から施行する。
付　則
この要綱は、令和３年６月30日から施行する。
付　則
この要綱は、令和４年４月22日から施行する。
第１号様式（第６条）
 公会堂等建築改良工事費補助金交付等申請書

	年　　月　　日　　

　（宛先）　鎌倉市長　　　　

	申請者
	住所
	

	
	団体名
	　

	
	役職・代表者名
	　

	　　次のとおり申請します。

	申請の内容
	□新　築
	□増改築
	□消防用設備
	□水洗便所改造

	
	□冷暖房設備等
	□維持修繕
	□インターネット回線整備　　
	□その他

	公会堂等の名称
	

	施工場所
	鎌倉市

	申請金額
	円　　　　　

	自治会等の世帯数
	世帯　　　　

	施工予定日
	年　　　月　　　日　　　　

	完了予定日
	年　　　月　　　日　　　　

	　　備　　　　考
	　

	
	　

	
	

	
	

	添付書類
	□　公会堂等建築改良工事予算書（第２号様式）

□　設計図

□　施工場所の位置図

□　仕様書の写し

□　建築確認通知書の写し

□　契約書の写し

□　見積書

□　現況写真

□　管理及び運営を行つている事実が確認できる書類

□　その他市長が必要と認めた書類



	
	


第2号様式(第6条)

公会堂等建築改良工事予算書
	収入の部

	項目
	金額
	備考

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	支出の部

	項目
	金額
	備考

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　(注)　建築工事費(電気・ガス・給配水工事を含む)以外の土地の取得費・整地工事費などは書かないでください。


第3号様式(第6条)

公会堂等建築改良工事費補助金概算払申請書
　　年　　月　　日
（あて先）鎌倉市長　
　　　　　　　　　　　　　　　
　住　　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申請者　　団　体　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
役職・代表者名　　　 　　　　　　　　　　　　　　
鎌倉市公会堂等建築改良工事費補助金交付取扱要綱第６条第３項の規定により、下記の通り概算払の申請をします。
	公会堂等の名称
	

	補助金申請額
	円

	概算払申請額
	円

	補助金の概算払を受けようとする理由
	


第4号様式(第8条、第10条)

公会堂等建築改良工事費補助金交付等決定通知書
	
鎌　第　　号
年　　月　　日
　　　　　　　　　　様
鎌倉市長　　　　　　　　　　印　　　
　次のとおり、通知します。

	通知の内容
	□　交付する
□　計画変更を承認する
	□　交付しない
□　計画変更を承認しない

	公会堂等の名称
	　

	補助金額
	円　
	変更後の補助金額
	円　

	交付の時期
	　　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

	備考
	


第5号様式（第10条）　
公会堂等建築改良工事費補助金交付等変更等申請書
	年　　月　　日

（あて先）鎌倉市長　
住    所　　　　　　　　　　　　　　　　
申請者　　団 体 名　　　　　　　　　　　　　　　　
役職・代表者名　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

年　　月　　日付で申請を行った公会堂等建築改良工事について、次のとおり変更（中止）したいので、下記のとおり関係書類を添えて申請します。



	公会堂等の名称
	

	申請区分
	□　変更　　　□　中止

	変更、中止の理由
	

	変更の場合

	変更項目
	変更前
	変更後

	内容
	
	

	総事業費
	円
	円

	補助金交付申請額
	円
	円

	補助金概算払申請額
	円
	円

	備考
	


第6号様式(第11条)

公会堂等建築改良工事完了届
	年　　月　　日　　
　　　　　(宛先)鎌倉市長


	
	住所
団体名
役職・代表者名
	　

	　　次のとおり、公会堂等建築改良工事が完了したので届けます。

	公会堂等の名称
	　

	施工場所
	　

	工事の種類
	　

	着工年月日
	年　　月　　日
	完了年月日
	年　　月　　日

	備考



第7号様式(第11条)

公会堂等建築改良工事収支決算書
	年　　月　　日　　
　　(宛先)鎌倉市長


	　
	住所
団体名
役職・代表者名
	

	　　次のとおり収支決算書を提出します。
収入の部

	項目
	予算額
	決算額
	増減
	備考

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	合計
	　
	　
	　
	　

	支出の部

	項目
	予算額
	決算額
	増減
	備考

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	合計
	　
	　
	　
	　


